
令和 7年 7月号 

 

大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

水
無
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

六
月
九
日
に
梅
雨
入
り
宣
言
が

あ
り
、
梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
で
足

元
が
悪
い
中
、
水
無
月
の
月
次
祭

に
ご
参
拝
頂
き

誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

六
月
七
日
、

月
始
祭
が
終
わ
っ
た
夜
に
全
国
特

任
宣
伝
使
の
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
が

愛
善
宣
教
課
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、

私
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。 

今
年
の
宣
伝
使
推
薦
者
は
、
全

世
界
で
二
百
四
十
一
名
で
す
。
内

訳
は
、
宣
伝
使
補
は
百
三
十
六
名
、

准
は
七
十
三
名
、
正
は
三
十
二
名

で
す
。
今
は
ま
だ
、
審
査
過
程
で

す
の
で
、
判
明
す
る
の
は
今
月
末

だ
と
思
い
ま
す
。 

六
月
八
日
に
、
松
の
植
林
地
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
新
芽
が
長
く

育
ち
過
ぎ
て
い
て
来
年
は
枝
が
こ

れ
よ
り
長
く
な
る
の
で
、
一
定
の

高
さ
で
切
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

新
枝
は
大
神
様
の
立
松
と
祓
戸
様

の
松
に
使
わ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

訃
報
を
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。 

六
月
九
日
に
、
宣
伝
使 

廣
瀬 

麻
子
様
（
教
主
さ
ま
の
お
母
さ
ま
）

が
九
十
三
歳
で
ご
昇
天
さ
れ
、
六

月
十
二
日
に
、
み
ろ
く
会
館
で
発

葬
告
別
式
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。 

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す

と
と
も
に
天
界
で
の
「
み
幸
は
い
」

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
十
二
日
に
は
、
教
本
二
級
認

定
講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
が
、

初
め
て
の
方
が
二
名
と
再
受
講
者

の
方
が
三
名
と
少
し
寂
し
い
感
じ

も
致
し
ま
す
。 

講
習
は
一
日
だ
け
で
す
の
で
希

望
さ
れ
る
方
は
ま
だ
受
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
申
し
出
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

七
月
の
月
次
祭
に
は
、
前
田
特

派
が
分
苑
に
お
見
え
に
な
り
ま
す
。 

月
次
祭
講
話
で
、
大
本
事
件
に
つ

い
て
お
話
を
さ
れ
ま
す
。 

今
世
間
で
は
、
お
米
の
事
で
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
日
比
達

朗
様
か
ら
玄
米
三
十
キ
ロ
を
無
償

で
頂
き
ま
し
た
。
必
要
な
分
だ
け
、

精
米
機
に
か
け
て
神
饌
米
と
し
て

お
供
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

ま
た
、
渡
辺
克
子
様
か
ら
お
漬
物

を
頂
き
大
変
重
宝
し
て
頂
い
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

今
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の

軍
事
衝
突
を
非
難
す
る
声
明
文
が

大
本
・
人
類
愛
善
会
よ
り
発
信
さ

れ
ま
し
た
。
声
明
文
は
掲
示
板
に

貼
っ
て
い
ま
す
。 

本
日
の
参
拝
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

 

●
月
始
祭 

六
月
七
日
（
土
） 

参
拝
者 

十
九
名 

 

斎
主 

 
 

見
田 

す
み
子 

祭
員 

 
 

畠
山 

 

亜
美 

祭
員 

 
 

堀 
 
 

禮
子 

進
行 

 
 

飯
田 

 

直
美 

 

●
月
次
祭 

六
月
十
五
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
七
名 

斎
主 

 
 

瓜
生 

 

秀
明 

祭
員 

 
 

仙
頭 

 

志
音 

祭
員 

 
 

妹
尾 

 

正
治 

祭
員 

 
 

永
島 

 
 

昶 

裏
方 

 
 

日
比 

 

達
朗 

典
礼
長 

 

小
林 

 

清
人 

伶
人 

 
 

飯
田 

 

直
美 

伶
人 

 
 

澤
田 

 
 

淳 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

伶
人 

 
 

伊
藤 

恵
美
子 

進
行 

 
 

伊
藤 

久
仁
男 

分
苑
た
よ
り 

 
 な

ご
み 

 



令和 7年 7月号 

 
●
海
津
市
松
植
樹
地 

献
労
作
業 

六
月
八
日
（
日
）
に
七
名
で
行

い
ま
し
た
。 

参
加
者 

小
鹿
正
光
さ
ん
、
畠
山
茂
さ
ん 

小
林
清
人
さ
ん
、
鈴
木
克
彦
さ
ん 

高
嶋
フ
ミ
子
、
中
村
さ
ん
（
前
日
） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

高
嶋
善
雄 

報
告 

●
教
本
二
級 

認
定
講
習
会 

六
月
二
十
二
日
、
名
古
屋
分
苑

で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。 

二
級
受
講
者
は
高
野
梨
枝
子
さ

ん
・
國
方
千
愛
さ
ん
、
初
心
者
で

飯
田
直
美
さ
ん
が
受
講
さ
れ
、
オ

ブ
ザ
バ
ー
で
森
悦
子
さ
ん
・
坂
本

勝
代
さ
ん
・
高
嶋
フ
ミ
子
さ
ん
が

受
講
さ
れ
ま
し
た 

講
師
は
堀
宜
雄
特
任
、
助
教
で

妹
尾
正
治
特
任
・
山
田
謙
三
特
任

で
行
い
ま
し
た
。 高

嶋
善
雄 

報
告 

●
東
海
教
区
特
任
研
修
会 

名
古
屋
分
苑
を
会
場
に
六
月
二
十

八
・
二
十
九
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

参
加
者 

前
田
特
派
・
牧
三
河
本

苑
長
・
日
野
三
重
主
会
長
・
池
田

長
野
主
会
長
・
宮
嶋
正
幸
・
溝
口

玄
・
三
矢
直
・
芝
田
豊
海
・
服
部

康
彦
・
菊
池
祐
己
・
妹
尾
正
治
・

堀
宜
雄
・
山
田
謙
三 

オ
ブ
ザ
バ
ー 

堀
和
子
・
森
悦
子
・
高
嶋
フ
ミ
子

高
嶋
善
雄 

報
告 

行
事
予
定 

七
月
二
十
日
（
日
） 

月
次
祭 

午
前
十
時
半
よ
り 

八
月
二
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

八
月
六
日
（
水
） 

 

瑞
生
大
祭 

遥
拝
祭 

午
前
十
一
時
よ
り 

じ
い
じ
の
道
草
雑
話 

【
雑
草
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

今
日
は
朝
早
く
か
ら
草
む
し
り

だ
、
こ
の
時
期
（
六
・
七
月
）
は

一
週
間
も
手
を
休
め
る
と
庭
が
ジ

ャ
ン
グ
ル
状
態
に
な
っ
て
し
ま
う
。 

先
週
綺
麗
に
し
た
所
が
既
に
一
面

に
雑
草
が
芽
吹
い
て
い
る
、
人
間

と
草
と
の
ま
さ
に
根
気
比
べ
だ
。 

雑
草
で
思
い
出
し
た
こ
と
が
有
る
、

昭
和
天
皇
の
逸
話
だ
。 

陛
下
が
侍
従
と
庭
に
出
て
い
た
時

に
侍
従
が
道
端
の
草
を
「
雑
草
」

と
言
っ
た
事
を
叱
責
さ
れ
た
そ
う

だ
。 

『
ど
ん
な
草
に
も
名
前
が
あ
る
、

雑
草
と
は
失
礼
だ
』
お
人
柄
が
伝

わ
る
こ
の
言
葉
は
じ
い
じ
の
心
に

今
も
残
っ
て
い
る
。 

じ
い
じ
は
四
十
三
才
の
時
現
在
の

地
に
家
を
建
て
、
プ
チ
シ
ョ
ッ
プ

香
萌
美
留
（
カ
モ
ミ
ー
ル
）
と
云

う
名
前
で
手
芸
店
を
開
店
し
た
。 

こ
の
土
地
は
調
整
区
域
で
商
業
施

設
で
な
い
と
建
て
ら
れ
な
か
っ
た

事
も
有
っ
た
が
何
と
な
く
商
売
も

や
っ
て
み
た
か
っ
た
。 

店
名
の
カ
モ
ミ
ー
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
原
産
の
雑
草
（
失
礼
）
ハ
ー
ブ

で
あ
る
、
体
を
温
め
る
効
果
が
有

り
風
を
引
い
た
時
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ

ー
に
し
て
薬
の
代
用
に
し
て
い
る

と
聞
く
。
青
り
ん
ご
の
よ
う
な
甘

い
香
り
は
ポ
プ
リ
湯
と
し
て
も
重

宝
さ
れ
て
い
る
。 

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
を
小
ぶ
り
に
し
た

花
は
可
愛
い
が
、
繁
殖
力
が
強
く
、

抜
い
て
も
抜
い
て
も
ど
こ
か
で
毎

年
花
を
咲
か
せ
て
い
る
、
そ
ん
な

生
命
力
の
強
さ
と
人
に
役
立
つ
効

能
に
惹
か
れ
て
店
名
を
「
香
萌
美

留
」
に
し
た
。 

草
む
し
り
で
ふ
と
思
っ
た
、
今
抜

い
て
い
る
草
も
雑
草
で
は
な
く
何

か
の
役
に
立
つ
為
に
生
え
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
。 

キ
リ
ス
ト
教
の
牧
師
が
自
殺
願
望

の
人
に
こ
う
諭
し
た
そ
う
だ
『
こ

の
世
に
必
要
の
な
い
人
間
を
作
る

ほ
ど
神
は
バ
カ
で
は
な
い
、
あ
な

た
を
必
要
と
す
る
人
が
必
ず
い

る
！
』
と
。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

草刈り後 新芽の間引き 草刈り前 高く伸びた雑草 


